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リハビリテーションを学ぶ学生に対する臨床実習前の感染症とその予防対策に関する学習の必

要性を検討するために、医療系大学の看護学科（Ns）と作業療法学科（OT）に所属する学生の感

染症と感染予防についての意識調査を行った。その結果、対象者である Ns2, 4年、 OT2, 3, 

4年と教員のほとんどが、医療従事者になる、臨床の現場にでるために感染症と感染予防対策に

関する学習は必要であると回答した。学習するべき項目では感染症の種類、感染経路、予防対策

があげられた。また、感染症について学習している Ns2,4年は標準予防策（スタンダードプレ

コーション）について、ほとんどが知っており、臨床実習を経験した Ns4年では感染経路別予防

策を知っているものが多かった。これに対して、感染症について学習していなし、 OT2, 3, 4 

年では臨床実習の経験がある学生でも標準予防策、感染経路別予防策についてほとんどが知らな

いと回答した。以上のことから、リハビリテーションを学ぶ学生において、臨床実習前に感染症

とその予防法についての学習が必要であることが明らかとなった。
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はじめに

近年、新型インフノレエンザや SARS等の新興感染

症や、麻疹や結核等の再興感染症の流行が大きな社

会問題となっている。また MRSAなどの院内感染に

ついても安全予防策の充実が進められており、医療

系大学や専門学校で学ぶ学生にとって、これらの感

染症に対する学習は医療従事者となる上で避けて通

れない重要な課題である。しかし、医学や歯学、看

護学をはじめとする将来的に医療施設に従事するで

将来的には医学や歯学、看護学を学ぶ学生と同様に

臨床の現場で働くことになる可能性が高いにも関わ

らず、感染症に関する知識をほとんど学習せずに臨

床の現場に出ることとなるノd~多くいるということ

は考慮すべき問題である。今回、医療系大学の看護

学科と作業療法学科に学ぶ学生の感染症と感染対策

についての意識調査を行い、臨床実習前の感染症に

関する学習の必要性を検討した。

対象

あろう学生の大半は感染症に関する知識の学習を必 某医療系総合大学2008年度、作業療法学科（以下

修するのに対して、リハビリテーションを学ぶ学生 OT) 2年次（35名）・ 3年次（34名） ・4年次（35名）、

が感染症に関しての学習を行なっているかに関して 看護学科（以下Ns) 2年次（50名） . 4年次（65名）、

は明確で、はない。リハビリテーションを学ぶ学生も 両学科教員（12名）の計231名を対象とした。
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なお、感染症に関して学習している者として Ns

の学生、学習していない者として OTを対象とし、

また臨床での実習を終えた者として Ns・OTの4年

次、臨床での実習をこれから行なう者として Ns2年

次・OT2・3年次を対象者として質問紙調査を行な

った。

方 土
A

対象者に対して以下の内容の質問紙調査を行なっ

た。

1.感染症と感染対策に関する授業は必要だと思い

ますか。

①強く思う ②やや思う ③どちらでもない

④やや思わない ⑤まったく思わない

2. “1.”でそのように答えたのは何故ですか。

3.感染症と感染対策に関する授業を行うにあたっ

て何を学習すべきであると思いますか。（“1.”

で『強く思う』『やや思う』と回答した人が対象）

4.スタンダードプレコーション（標準予防策）を

ご存知ですか。

①知っている ②聞いたことはある

③まったく知らない

5.以下の問いに対してスタンダードプレコーショ

ンとしてあてはまると考えられるものにはOを、

あてはまらないと考えられるものには×を書き

入れてください。（“4.”で『知っている』『聞い

たことはある』と回答した人が対象）

6.感染経路別予防策をご存知ですか。

①知っている ②聞いたことはある

③まったく知らない

7. 以下の問いに対して感染経路別予防策としてあ

てはまると考えられるものにはOを、あてはま

らないと考えられるものには×を書き入れてく

ださい。（“ 6.”で『知っている』『聞いたこと

はある』と回答した人が対象）

8 以下の行為で感染上さほど、問題にはならないと

考えられる行為もしくは感染対策上有用と考え

られるものにはOを、感染上問題となる可能性

もある行為もしくは感染対策上では特に効果を

示さないと考えられるものには×を書き入れて

ください。

上記の 1. ～8. の各項目をそれぞれで集計し、

その結果をもとに考察を行なった。以上の質問紙調

査の項目は文献の 1）～12）を参考 ・引用し、作成

した。

なお、質問紙調査に関しては匿名での協力をお願

いし、今回の論文作製以外には使用しないことを約

束し承諾を得た上で行なった。

企士
巾ロ 果

1.感染症と感染対策に関する学習の必要性

『感染症と感染対策に関する授業は必要だと思い

ますか。』という問いに対して217名が『強く思う』

もしくは『やや思う』と回答した ［表 1] ［図1］。

また『強く思う』と回答した112名のうち71名が感染

症に関しての学習を行っている Nsの学生 ［図2］、

『やや思う』と回答した105名のうち63名が感染症に

関しての授業を受けていない者がほとんどの OTの

学生となった ［図3］。

OTの中でも 4年次では2・3年次に比べ『強く

思う』と回答した人が多くなった。 ［表1] 

表1 感染症と感染対策に関する授業は必要だと思うか

強く思う やや思う どちらでもない やや思わない まったく思わない

OT 2 (35名） 8 23 4 1 。
OT 3 (34名） 11 21 2 。 。
OT 4 (35名） 14 19 2 。 。
Ns 2 (50名） 31 16 1 1 。
Ns 4 (65名） 40 22 3 。 。
教員（12名） 8 4 。 。 。
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・強く思う（49%)

ロやや思う（45%)

ロどちらでもない（5%)

ロやや思わない（1%)

図 1.感染症と感染症対策に関する授業は必要だと思うか

・OT(29出） ・OT(60%)
ロNs(64%) ロNs(36%)

ロ教員(7%) ロ教員（4%)

図2 強く思うと回答 図3.やや思うと回答

感染症に関する授業を行なう必要性があると考え

た理由として『医療従事者になる ・臨床の現場に出

る上で必要』だと考えた人が計81名と最も多かった。

そして自身や患者を『守るためよ『知識と して知っ

ておくべき ・知っておきたし、』という理由がそれに

続く結果となった。中でも特徴的な項目として臨

床実習をすべて終わらせた OT ・Ns両4年次の学生

からは『実習時に必要性を感じた』という意見、代Is

4年次の学生からは『国家試験に出題されるため』

という意見が挙がった ［表 2la 

表2 感染症と感染対策に関する学習が必要だと思った理由 （複数回答可）

OT3 OT2 OT4 Ns 2 Ns4 教員

(34名） (35名） (35名） (50名） (65名） (12名）

医療従事者になる ・臨床の現場に出る上で必要 11 7 16 11 29 7 

実習時に必要性を感じた 。 。 6 。 4 。
自身を守る ・体調を管理するため 4 5 4 6 8 2 

患者の体調を悪化させない－健康を守るため 3 2 4 。 1 J一L、
知識として知っておくべき ・知っておきたい 4 5 5 5 7 。
予防 1 3 1 4 一i， 。
国家試験に出題されるから 。 。 1 。 7 。
周囲への影響や拡大の恐れがあるため 5 1 。 4 2 。
身近な問題でもあるため 。 2 3 5 2 1 

ハ同
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2.学習すべき項目

学習すべきだと考える項目は『感染症の種類』『感

染経路』『予防法』 『対策』『対処法』といった感染症

に関する基本的かっ重要だと考えられる内容が大半

を占めた ［表3L

表3.感染症と感染対策に関して何を学習すればよいと考えるか （複数回答可）

OT2 

(35名）

感染症の種類 4 

感染経路 5 

予防法 9 

対策 2 

対処法 1 

対応 。
症状 3 

原因 2 

危険性 1 

感染に関する基礎知識 3 

治療法 2 

スタンダードプレコーション 。
院内感染症 3 

性感染症 2 

3. スタンダードプレコーションと感染経路別予防策

『スタンダードプレコーション』を知っているかと

いう問いに対しては、 Ns4年次は全員が知っている

と答え、 Ns2年次でも50名中41名が『知っている』

と回答したのに対して、 OT2・3年次では『知って

いる』『聞いたことがある』と回答したのは計15名ほ

OT3 OT4 Ns 2 Ns4 教員
(34名） (35名） (50名） (65名） (12名）

4 11 5 7 1 

4 4 8 16 。
8 13 7 26 4 

10 14 7 9 2 

1 4 。 6 1 

。 。 1 2 。
2 4 4 6 2 

3 1 4 3 2 

3 2 4 1 。
1 5 2 4 1 

2 。 1 4 2 

。 。 。 4 1 

1 1 2 。 。
2 。 2 2 。

どで、残りの計54名が『まったく知らなし、』と回

答した。ただし臨床実習を終えている OT4年次で

は『まったく知らなし、』と回答したのは6名のみで、

『聞いたことがある』と回答した人が25名となった

［表4L

表4 スタンダードプレコーションを知っているか

知っている 聞いたととはある まったく知らない 無回答

OT 2 (35名） 2 

OT 3 (34名） 。
OT 4 (35名） 3 

Ns 2 (50名） 41 

Ns 4 (65名） 65 

教員（12名） 5 

『感染経路別予防策』を知っているかどうかという

問いに関しては、 Ns4年次でも『知っている』と回

答したのは約半数ほどで、そのほかの Ns2年次、

OT2・3・4年次では『知っている』と回答したの

は計12名ほどだ、った ［表5］。また知っていれば解答

10 

3 

25 

8 

。
5 

23 。
31 。
6 1 

1 。
。 。
2 。

できるであろう『感染経路別予防策には空気予防策、

飛沫予防策、接触予防策、尿路予防策がある』とい

う問いに対して正答である『×』と答えられたのは

『感染経路別予防策』を『知っている』と回答した

Ns4年次の中でも半数だけだった。
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表5. 感染経路別予防策を知っているか

知っている 聞いたことはある まったく知らない 無回答

OT 2 (35名） 1 15 19 。
OT 3 (34名） 1 13 20 。
OT 4 (35名） 2 17 15 1 

Ns 2 (50名） 8 25 15 2 

Ns 4 (65名） 38 25 2 。
教員 (12名） 3 6 2 1 

4. その他

なお、サーベイ項目『8.』にて『アルコールポン

プを指先で押してアルコーノレを手全体に擦りこん

だ。』という行為に対しては指先や爪の聞には細菌が

多く洗い残しもしやすいため、手首に近い部位など

の比較的汚れの少ない部位でポンプを押すことが推

奨されているため正答は『×』である。 しかし教員

も含め190名が『0』と回答した。

考察

『感染症と感染対策に関する授業は必要だと思い

ますか』という間いに対して217名が『強く思う』も

しくは『やや思う』と回答したことより、必要性の

感じ方についての違いはあるものの感染症に関する

授業の必要性があると多くの人が考えているという

ことを示す結果となったと考えられる。さらに、特

徴的なことは『強く思う』と回答した過半数が Ns

の学生であるということ、『やや思う』と回答した過

半数が OTの学生であったということである。対象

者となった学生で『強く思う』と多くが回答したぬ

では1年次より『基礎看護学方法論 I・ II・皿』と

いう科目にて手洗いなどの基本的な感染症に関する

学習や演習を行い、『公衆衛生学』なども必修科目と

して学習しているということ、『やや思う』と多くが

回答した OTでは『救急と消毒』『公衆衛生学』が選

択科目として用意されているが、学習の有無は本人

の意思によるものであり、ほとんどの人が感染症に

関する学習を行なっていない。そして、 OTの学生

の中でも病院等の施設での実習経験のない2年次よ

りも施設での実習をすべて終えた4年次では『強く

思う』と回答した人の数が増えており、 OT・Nsの

両4年次学生からは感染症に関する学習が必要だと

思った理由として『実習時に必要性を感じた』とい

うことがあげられた。 4年次の学生は学内での学習

のみでなく、臨床の現場に出て感染症に関する対策

等に直面するという経験をしたと予測できる。この

ことから、感染症の学習を行なっている者の方が学

習を行っていない者よりも、臨床実習の現場で感染

症や対策に直面した者のほうが臨床実習経験のない

者よりも、より強く感染症と感染対策に対しての危

機感を抱いており、感染症に関する学習の必要性を

感じているということではなし、かと考えられる。そ

して、近年、医療従事者が感染源になる可能性を認

識し、普段から清潔、自身の健康管理、正しい感染

予防策の知識が要求される時代となってきており、

リハビリテーションを学ぶ学生においてもそれは例

外ではないと思われる。

また、感染症と感染対策に関する授業が必要だと

思った理由としてもっとも多かったのが『医療従事

者になる ・臨床の現場に出る上で必要』で、あったこ

とから、臨床実習経験の有無にかかわらず、臨床の

現場では感染症対策が行なわれており、感染症に関

する知識が要求されているという現状を学生自身が

認識しているということが明らかとなった。そのほ

か、『学生自身や患者を守るため』、『知識と して知っ

ておくべき ・知っておきたし、』や『予防』という理

由も、将来臨床の現場に出るということを前提とし

てあげられた意見ではなし、かと考えられる。これら

のことから、実際に感染症と感染対策に関する学習

や演習を行なうことでリハビリテーションを学ぶ学

生の感染症に関する意識や行動もさらに向上するこ

とが予想できる。

これらの結果より、すでに学生は各自が感染症に

関する知識を必要としており、学習を行なうことや

市
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臨床の現場で感染対策の現状に直面することでさら

に危機感や必要性を強く感じ、これまでよりも充実

した感染症に関する学習の必要性を感じることがで

きると考えられる。

また、 Ns4年から『国家試験に出題されるため』

という理由があげられたことより、 Nsは資格を得る

際に感染症に関する知識が重要視されているのに対

し、同じ臨床の現場に立つであろうリハビリテーシ

ヨンを学ぶ学生では資格を得る際に感染症に関する

知識が重要視されていないことも考慮する必要があ

る。

『スタンダードプレコーション』と『感染経路別予

防策』については感染症と感染対策に関しての学習

を行なっている Nsの方が『知っている』と回答し

た人が多かった。しかし、 OT2, 3年では『スタン

ダードプレコーション』については『まったく知ら

ないよ臨床実習を経験した4年の学生では『聞いた

ことがある』という回答が大半を占めた。これは臨

床実習中の現場で『スタンダードプレコーション（標

準予防策）』という単語を耳にして実習を終えた学生

が多いということを示唆しており、臨床の現場では

感染症に擢患した患者等に直接かかわるため、感染

症に関して各病院等の施設でガイドラインに沿った

対策を行なっているため、実習中の学生であっても

臨床の現場では感染症と感染対策に関する各病院な

どの施設ガイドラインに従い行動する必要性があり、

感染症に関する知識が要求されているということで

ある。特に、スタンダードプレコーションの中でも

感染対策の基本である手洗いや手指消毒とし、う行為

に関しては医療従事者となるにあたって、身につけ

るべき当然の知識であり、正しく行える技術として

要求されているものと考えられる。

しかし、『アルコールポンプを指先で押してアル

コーノレを手全体に擦りこんだ。』という問いに対して

大多数が『0』と回答した。アルコールを用いて消

毒を行うことはスタンダードプレコーションに基づ

く感染対策に有効な行為であるが、指先や爪の問に

は細菌が多く洗い残しもじやすいため、指先でポン

プを押してしまうと折角手洗いをしたにも関わらず

ポンプの細菌が手指に付着してしまったり、細菌を

ポンプにつけてしまう恐れが強いというリスクに対

する認識が不足しており、正しい消毒行為が実行さ

れていないことが明らかとなった。

今回の調査結果より感染症に関する学習の有無に

関わらず、学生も教員も感染症に関する知識・技術

の習得は必要で、あると多くの人が考えている。また、

Nsでは1年次より感染症対策を中心に感染症に関

する学習を行なっており、臨床実習を経験すること

でさらに感染症に関する学習が必要であると強く感

じていることが明らかとなった。看護師国家試験で

も感染症に関する知識が問われるため、 Nsでは感染

症に関する知識の習得は一般的なものとされている。

一方、 OTでは感染症に関する学習は行なっていな

い人がほとんどで、国家試験にも感染症に関する聞

いはあまり出題されていないが多くの人が感染症に

関する学習の必要性を感じており、臨床での経験を

通して必要性をより強く感じられるようになったこ

とが明らかとなった。

さらに近年、新興・再興感染症の流行も現実のも

のとなっており、各施設では感染症に対する対策が

とられているため、臨床で実習を行なう際には学生

であっても感染症と感染対策に対する高度な知識や

技術が必要とされている。

以上のことより、感染症の現状やリハビリテーシ

ョン教育現場の実情を踏まえつつ継続的な感染症に

関する学習が、リハビリテーションを学ぶ学生にお

いても必要であることが示唆された。
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Abstract 

Abstract: The requirement of studies on infective disease and preventive measures in students 

of rehabilitation sciences were investigated by the results of enquiries on recognition of infectious 

disease in students of nursing and occupational ther・apy.The su同ectswere two hundred 

nineteen university students of nursing and occupational therapy. We conducted an anonymous 

survey on the subjects using a self-completed questionnaire. A large part of the su切ects

answered the requirement of studies on infective disease, infective pathway and preventive 

measures. The students of nursing were learned on infective disease and preventive measures, 

which are considered to be related to knowledge of standard precaution than that in students of 

occupational therapy. These results indicate that the studies of infective disease and preventive 

measures before clinical practice in students of rehabilitation sciences required for effective 

clinical practice. 

Key word : infective disease, infective pathway and preventive measures, standard precaution, 

rehabilitation sciences-student 
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